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第１章 調査の位置づけ 



 
 
 











 

第２章 旧加世田市の概要 
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第３章 住民参加による計画の検討 
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第１号　平成２４年１０月１１日

加世田麓地区まちづくりワークショップ
第１回「加世田の誇りを共有しましょう」

島津氏は外城制度によって領内を治め、加世田はこの外城の一つでした。

加世田は島津藩の直轄地で、この地を治める地頭仮屋は麓にあり、島津氏所

縁の史跡が数多く残っています。まちなかを益山用水路が流れ、石垣とイヌ

マキの生垣、石橋や武家門といった歴史ある美しい町並みが続いています。

加世田麓と周辺地区の魅力の向上、美しい街なみの創出を目的とし、南さつ

ま市は、住民やつくり手の皆さん、大学等の学術機関との協働によるまちづ

くりの検討を始めています。

まちづくりワークショップ ( 住民意見交換会 ) を定期的に開催します。

お気軽にご参加下さい。

平成 24 年 10 月 7日（日）午後、第１回まちづくりワークショップを開催しました。今回は「加世田の誇りを共

有しましょう」と題し、４つのルート ( 麓・本町・向江・屋地 ) に分かれて、まち歩きを行いました。

鹿児島大学教授の木方先生より「加世田麓地区のいまとこれから」と題して、「加

世田にはそれぞれの時代の文化が幾重にも重なり合って今のまちが構成されてお

り、今また一つの文化を重ねてる最中です。どこかの時代に戻すということでは

なく、住民皆さんの手で加世田は美しい町であるという材料を一つずつ見つけて

いきましょう。」といったお話をしていただきました。

班の代表者が作成したタカラモノシートについて発表しました

話し合いの様子まち歩き風景

本町ルート

麓ルート 屋地ルート

向江ルート

・今の町の中に昔の何かがある。
・表通りではなく、裏通りに魅力的なものが色々ある。
・裏通りにちょんちょんとある石蔵が良い。

・最もよく歴史的なまちなみが残る地域である。
・用水路の脇に多くの特徴がある。
・山手には清水が湧き出て、水を利用した庭園がある。

・屋地から別府城跡の小高い山の地形がよく見える。
・上に登って行くと石垣や墓地がある。
・日新公の屋敷跡があるが、屋敷図が示せると良い。

瓦   

版

お話の後は、班ごとに分かれてまち歩きに出かけました。帰ってきてからは、加世田の大きな地図の上にそれぞれ

の場所の魅力と問題点などを書き込み、最後にはキーワードとなるタイトルを付け、各班のタカラモノシートを作

りました。どの班も特徴を掴んだタイトルをつけてま

した。

班の代表の方にはタイトルの意味、どんな意見があっ

たかを皆さんの前で発表しました。４班から出された

様々な意見は裏面の「まち歩き成果マップ」にまとめ

ています。

裏小路の掘りおこし
うらんしゅっ 水害とまちの移動に負けず 風景を守った町

歩くほど 水路が教える いにしへの道 古きを守り 想いをつなげ 次の世代へ

・水害のたびに町があちこち移動してきた。
・生活基盤整備となる区画整理事業が実施されている。
・町の移動や新たな道路整備などが行われるなかで歴史的な風景
   を守ってきた町。
・麓の延長として大事な地区。

タカラモノシート完成！…それぞれのタイトルの意味やそこに込めた想いなど…

第１回まちづくりワークショップを開催しました！
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向江ルート

水害とまちの移動に負けず 風景を守った町

22.
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14.
  ・

  ・

別府城跡。防空壕の崩落をきっかけに城山の大規模な工事を行
い、山の高さが半分になった。跡地には公共施設が並んでいる
が、施設の老朽化が進み、ハローワークの移転も検討されてい
るようだ。
昭和５８年の水害により被災住宅の移転先となった加世田女子
高跡の区画整理用地。ここに建設された住宅は、石垣やイヌマ
キの生垣など加世田らしさを備えているように見える。
恵比寿様がある所までが野町があった場所。数軒野町の佇まい
を残す建物が残る。川辺街道沿いに３００ｍ程の区間が野町と
して栄えていた。麹屋、下駄屋、菓子屋等が並んでいた。
別府城への入口の一つである船待口があった。船が通る川へ向
かう入口であった。
武家門は新しくしても町並みを崩さないよう復元している。
近年、蛾（キオビエダシャク）が増え、イヌマキの維持管理が
大変になっている。
向江にも多くの武家住宅が残り、野町は麓集落の生活を支えた
場所であり、加世田麓の歴史を伝える重要な場所である。

本町ルート

裏小路の掘りおこし
うらんしゅっ
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13.

  ・
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鮫島博邸の石垣の塀、石柱は貴重である。
地頭仮屋跡である加世田幼稚園の敷地。
指宿家の庭園は山からの水を活用している。
井川や水汲み場を大切にしたい。
二礼邸の武家門は大切である。しかし、老朽化しており手入れ
が必要。
裏小路沿いに加世田らしい屋敷構えの武家住宅が並んでいる。
景観上重要な場所である。
点在する石蔵は本町の歴史的資源として大切である。利活用し
ていくことが望ましい。
拡幅により建替えられた建物の背後にも、石蔵が点在している。

水路の手摺を茶色に塗装したことは景観上望ましい。
本町の昔の歓楽街の雰囲気も良かった

古きを守り 想いをつなげ 次の世代へ

屋地ルート
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地頭仮屋跡の石垣を整備する必要がある。
別府城の名残を偲べるように検討する必要がある。
井川の維持管理が必要。水を汲まないと水は新たに湧いてこな
い。
アスファルト舗装がされていない道は歩きにくい。
エノキの大木は保存していきたい。
国道２７０号沿いもイヌマキの生垣や樹木等を連続させ、加世
田らしい町並みとしていきたい。
日新公の館跡は加世田にとって大切な場所である。昔の館が偲
ばれる配置図などがあると良い。
屋地は別府城を見渡す良い眺望の場所である。
石敢當は車の邪魔になるからという理由で石垣の前から石垣の
上へ移動させられたが、本来の位置に戻したい。
防空壕の跡地を活かしたい。
イヌマキの整備をしてほしい。

石垣のかずらの手入れをする必要がある。
加世田川の水害によって土地の嵩上げなどの整備があり、昔な
がらの家屋や町並みが無くなりつつある。
道路が嵩上げされると石垣が埋まってしまう。石垣や生垣のあ
る屋敷構えが無くなりつつある。
以前は屋地にも武家住宅が残っていたが、今では数える程度に
なっている。武家門は１棟残っている。

麓ルート

歩くほど 水路が教える いにしへの道
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7.
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 ・
 ・

鮫島博邸の武家門や屋敷、イヌマキとギンモクセイの大木は貴
重である。
地頭仮屋の名残である加世田幼稚園の石門は大切である。
川辺郡役所跡の門柱も加世田の歴史上大切である。かずらが
繁っているので掃除が必要。
別府城の石碑は大切にしたい。
武家門の側にある不思議な石の工作物。かつてはおもてなしの
盆栽などに使われていたのかな？
川越邸の主屋、蔵、庭園は保存していきたい。
井川を保存活用していきたい。

国道沿いのアパートなど外壁の色彩は加世田麓らしくできない
か。
小さい小路は拡張せず昔ながらの雰囲気で残していきたい。
井川や水路などは極力保存活用していきたい。
空家が増えている。空家対策を検討する必要がある。
ゴミ収集カゴは茶色に塗装するなど景観に配慮する必要があ
る。
電柱が景観上課題である。埋設するなど検討する必要がある。
郵便ポストや表札などのデザインを整えることなども大切であ
る。
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※この数字は地図上の数字と対応しています。

※「・」は各ルートのまち歩き全体を通した、魅力

　や問題点を示しています。

12. 石蔵の活用2. 地頭仮屋跡 22. 別府城跡

17. 国道の整備 19. 石敢當の位置

24. 野町 25. 別府城船待口

23. 区画整理後の町並み

水路の手摺り13. 本町の隠れた石蔵

5. 石の工作物3. 川辺群役所跡

まち歩き成果マップ！…各ルートを歩いてみて気付いた魅力や問題点など…
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第２号　平成２４年１０月１８日

加世田麓地区まちづくりワークショップ
第２回「住まいの中の加世田らしさを見つけましょう」

平成 24 年 10 月 13 日（土）夜、第２回まちづくりワークショップを開催しました。今回は「住まいの中の加世田

らしさを見つけましょう」と題し、２つのお屋敷を拝見させてもらいました。

工学院大学教授の後藤先生より「伝統的なまちなみを活かしたまちづくり」と題

して、蔵造りの町並みとして有名な埼玉県川越市、世界遺産の石見銀山がある島

根県大田市などのまちづくりの事例を紹介していただきました。

「埼玉県川越市と同じ時期に調査を開始した茨城県土浦市という町があります。川

越と同じく蔵造りの町並みがありましたが、土浦は保存はしないという選択をし

ました。対照的に保存するという選択をした川越はまちづくり活動が盛んになり、

今では関東有数の観光地として全国的に有名な場所となりました。現在約４０団体が活動を行っており、保存

地区内だけではなく、その周辺地域も含めての活性化が図られています。伝統的なまちなみを活かした町づく

りというと保存地区だけに目を向けがちですが、まち歩きを楽しくするためには周辺地区が大切であり、周辺

地区もまちづくりに参加することで地区に広がりが感じられ、町に元気が出ます。」といったお話をしていただ

きました。

士族の風格

夜目にうかぶ いにしへの匠の技 

床・天井高く クーラーいらず エコ住宅!! 

風土から生まれた風格

加世田士族の先進性をかいまみた

瓦   

版

鹿児島大学教授の木方先生より「加世田麓地区の伝統的家屋の特徴」と題して、

これまでの調査結果からわかる住宅の間取りの変遷を解説していただきました。

「古い間取りは「げんかん」が広く、客人を招く「ざしき」も広いが、家族の空間

である「こざ」は狭く閉鎖的で下屋空間にありました。年代が新しくなるにつれ、

「こざ」が広く明るくなり、家族の空間が次第に重視された造りになっています。

このような間取りの変遷がわかるのも、加世田には古い時代の建物だけではなく、

明治 30 年以降のしっかりとした建物が残っているからです。江戸から明治になり暮らしが格式重視から家族が

暮らしやすいよう近代化してきた過程が、加世田の建物を見るだけでわかるという建物博物館的なすばらしさ

があります。また古い間取りが残る建物は麓地区だけではなく、向江や屋地にも残っており、エリアに広がり

もあります。今後は町をどう見せていくかも考えていかなければなりませんが、加世田には色々なものあるこ

とを知ってもらいたいです。」といったお話をしていただきました。

講演の後は、旧鰺坂家住宅と鮫島健志邸を拝見させて

もらいました。帰ってきてからは５班に分かれ、２つ

のお屋敷のすばらしいと思った箇所をそれぞれシート

に書き出し、キーワードとなるタイトルを付けました。

班の代表の方にはタイトルの意味、どんな意見があっ

たかを皆さんの前で発表しました。５班から出された

様々な意見は裏面にまとめています。

加世田に残る建物は、明治３０年頃のものが多

くあり、お客様を迎えられる空間を大切にする

など、武家住宅の伝統が受け継がれています。

近代化する時代、基本的間取りを守りながらも、

それぞれの家の個性が見え始めてるのも加世田

の建物のおもしろいところです。

　　　　　　　　　　　　（後藤先生コメント）

話し合いの様子お屋敷拝見の様子

ワークショップのシート完成！…伝統的なお屋敷で見つけた加世田らしさ…

第２回まちづくりワークショップを開催しました！



武家屋敷の顔である門 瓦と漆喰の雰囲気が良い 水害対策のため床が高い

玄関廻りの木材が貴重 格式ある床構え 繋ぎ無し、一本ものの桁橋口五葉のふすま絵

建具の溝が多く、職人の技が光る

玄関が立派 壁が少なく、開放的な空間 一枚板の建具 天井の意匠がきれい

赤い壁に黒い縁取りがキレイ

門の彫刻が大きい

珍しい長屋門

庭へ続く中門 イヌマキや石が良い雰囲気 欄間、釘隠しのデザインが多様

池がある庭が良い

換気用の無双窓

昔は台所だったことがわかる煙出し

お屋敷拝見！…伝統的な住まいを彩る魅力的な要素…



お風呂

なんど

板の間 8～12畳ぶつまはなれ

ざしき つぎのま げんかん

かまど

井戸

味噌蔵 梁山泊6畳

【地産地消】　
　旧鰺坂家の裏で畑を耕す。そこで、大根や玉ねぎ
を栽培する。その採りたての野菜を使い、野菜料理
を提供する。

【旧鰺坂邸の利活用】
　旧鰺坂家住宅を市長室や文化係として使用する。また、麓観光客を対象として座って話ができるよう
な休憩場所、加世田の資料館や図書館としての利用する。その他にも、学童保育や子供達のための宿
泊所、塾、少年団やボーイスカウトなどの拠点として利用する。さらに、高齢者に対してはサロンを開く。
年代問わず、誰もが入りやすい雰囲気づくりが重要。

【おもてなし】
　おもてなしとしては、ご当地のお菓子や食べ物を提供し、歴史を語れる人に
よる説明などを行う。これらのスケジュールや情報を広告に記載し、提供する。

【改修について】
　セメントなどを使わず、当時の工法を用い、当時の雰囲気を呼び覚ます。でも、復元
をただ当時の姿にするのではなく、現代風にカフェなど利用できるようにする。

【外構について】
　庭を当時の景色にきっちり復元を行う。旧鰺坂邸
で、用水路を見ながら休憩し、景色を楽しむ。用水路
をライトアップし、夜でも楽しめる工夫を施す。

Ｎ

平面図は鰺坂氏による復元図を元に作成

■旧鰺坂家住宅の活用 
①復元 
　明治３０年士族の影響を受けた当時のスタイルにきっちり復元する。
　復元するだけではなく、現代のスタイルに合わせた＋αをつけたす。
　きっちり改修し、当時の雰囲気を呼び覚ます。
　庭もきっちり復元する。
　しっかりした修復を行い、当時の暮らしを体験してほしい。
　セメントなどを使わず、当時の工法を用いる。
　それぞれの建物に時代別の説明をつけ、理解しやすいようにする。
　説明するだけでなく、使って理解してもらう。
②まちなみ館（歴史資料館） 
　雨の日でも町を紹介できるようDVDを設置する。
　維新とのつながりを見つけ、それを最大限に表に出す。
　蔵を歴史展示室にする。
　鰺坂邸の案内パンフレットがあれば訪問者にはわかりやすい。
　鰺坂邸を学べ、江戸、明治、大正、昭和に建てられた住宅の変遷がわかる。
　資料館としての利用。もの、料理を昔のもの、歴史を感じるものを使う。
　誰でも入れる施設。
　観光する上での拠点としての利用。
　まちづくり自体を楽しめる人が来てくれたらいい。
　一緒に南さつまや加世田について考える。
③魅力的な付加機能（飲食・コンサート・宿泊） 
　ご当地のお菓子や食べ物を提供し、歴史を語れる人がいて充実した場所。
　図書館としての活用。旅行先だからこそ読む本がある。
　もともと台所があったところに新たに台所をつくる。
　台所をオープンスタイルの厨房兼食堂とする。
　テーブルカウンターの上に竃を再生させる。
　台所土間には靴のまま入れるようにする。
　ポツリやくるすに続く、第３の個性をもった飲食店。
　おにぎりとみそ汁のランチセットのような和食感覚の飲食店が良い。
　蔵でコンサートをする。
　大根、タマネギなどを栽培して、その食材を用いて料理の提供をする。
　宿泊所、五右衛門風呂、塾などとして利用。

④休憩所・トイレ 
　麓観光客を対象として休憩場所として活用。まち歩きの休憩所として座って話せる。
　きれいなトイレを増築。
　駐車場の確保。
　知覧のような休憩場所を確保する。
　タイムスリップできる休憩所。畳に座る。小さな博物館。
⑤市役所 
　市長室や文化係室として使用する。
⑥管理 
　指定管理者で管理する。
　説明できる人が必要。
　拠点とする。町づくり協議会が必要。
　観光客もまちづくりを一緒に考える。
⑦広報 
　もてなし方の情報公開をする。
　公開のスケジュールを広告する。情報を提供する。
　誰もが来やすいようにどのようなもてなしがされるのか公開する必要がある。
⑧高齢者・子供館・保育園 
　誰もが入りやすい雰囲気作り。高齢者に対してはサロンを開く。
　学童保育として子供が遊べる。子供達の集まりの場。
　子供達が体験できる宿泊所。
　少年団、ボーイスカウトなど月２回程度、拠点とする。
⑨用水路 
　用水路を見ながら休憩できる場。
　用水路のライトアップ。
　用水路を活用する。用水路をながめながら休憩できる。

発行：南さつま市教育委員会

編集：アルセッド建築研究所

第３号　平成２４年１０月２６日

加世田麓地区まちづくりワークショップ
第３回「麓地区とその周辺のつながりを考えましょう」

平成 24 年 10 月 22 日（月）夜、第３回まちづくりワークショップを開催しました。今回は「麓地区とその周辺の

つながりを考えましょう」と題し、「交通アクセス・回遊性」「防災」「生業」「祭礼」「旧鰺坂家住宅の利活用」の

５つのテーマで意見を出し合っていただきました。

ワークショップでは、「交通アクセス・回遊性」「防災」「生業」「祭礼」「旧

鰺坂家住宅の利活用」の５つのテーマ毎に分かれたテーブルで麓地区とその

周辺地区とのつながりについて話し合いました。５つのテーブルをそれぞ

れカフェに見立て、店主とスタッフが陣取り、そこを４～５人１組で５組

に分かれた客人となる参加者が、各テーブル・各テーマ毎に１５分間ずつ

の意見交換をしながら５つのテーブルを回り、参加者全員が５つのテーマ

すべてについて話をしてもらいました。

「伝統的建造物群保存地区 ( 以下、伝建地区とよぶ ) というとある時代にすべてを

戻すと考えがちだが、それまでの歴史的な価値を大事にしながら新たな歴史を重ね

るという思いでまちづくりを進めるのが良いと考えます。伝建地区のメリットとし

てまず本物であることが挙げられます。本物であるからこそ地図や標識に掲載され

ます。また選定されると文化庁ホームページにも掲載され、旅行業者も伝建地区を

巡るコースを作ったり、まわりが町を宣伝してくれることで来訪者が増えます。交

流人口を増やすことで町に賑わいが出ます。もう一つのメリットが個人財産に公的支援が付くことです。個人の財

産に国が補助するというのは伝建地区という制度以外ではありませんので、これをうまくマネジメントできればま

ちづくりの大きな味方となります。加世田は伝建地区と同時に街なみ環境整備事業を進めています。そうすること

により伝建地区の対象範囲だけに留まらず、周辺地区も協調した厚みのあるまちづくりが進められることが期待で

きます。計画当初から２つの事業をスタートさせているのはこれまでにはなく、加世田が初めてで、それだけに注

目されています。ぜひ２つの事業を上手く使いまちづくりを進めてほしいです。」といったお話をしていただきま

した。

平成２３年度国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された福島県南会津町前沢集

落の文化資源マネジメントについて紹介していただきました。

「茅葺き屋根である前沢では落雷による火災が問題でしたが、消防車の到着を待つ

のでは遅いという結果から、地域住民による自主防災組織の育成と高額で取り扱い

に高度な技術が必要な設備ではなく、おばあちゃんでも容易に初期消火活動が出来

る持ちやすくて、所定の位置まで届く消火ホースを装備するなど身の丈に合った防

災計画を立てました。また茅葺き屋根を維持するために茅場の整備、茅のストック、茅葺き職人の育成など地域の

大工による伝統的家屋の維持管理計画と体制づくりを行いました。前沢でも空家問題があり、学生による清掃から

始め、外壁塗装などを行い、住民たちのコミュニティスペースや子供の宿泊体験などを行うことを始めました。地

域の事情を十分に考慮した空家の予防と利活用についてのルールづくりが必要です。そして地域の観光収入をシェ

アする方法、実りや季節の移り変わりなどを伝える催事を地域住民が企画・運営することによる交流人口の増加、

歴史的風致を維持する周辺集落との連係を図る動きがあります。」など加世田の文化資源マネジメントを考える上

で参考となることを話していただきました。

瓦   

版

発表の様子

ワールドカフェ開催！②…それぞれのテーマにおける意見…

第３回まちづくりワークショップを開催しました！

伝統的建造物群保存地区のエリアマネジメント［工学院大学教授  後藤先生］

まちづくり市民事業による文化資源マネジメント［アルセッド建築研究所  益尾氏］

ワークショップのシート完成！…世界のお菓子を食べながらのワールドカフェ…
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木方研究室の目視調査から歴史的建造物と思われる建物

実測調査済の建物

昭和５８年本町地区の水害

崖崩れ、景観上の対策が必要

避難所対策

避難所と医療施設の連携

公園として整備

ビューポイント

竹田神社付近には駐車場がないので整備が必要

強制排水ポンプ設置予定

強制排水ポンプ設置予定

病院

消防署

加世田小学校

加世田中学校

オーバーフローする可能性あり

昭和47年　決壊（麓地区への被害）
未だに水害の起こる可能性がある

昔の河川の流れかも？？

2次避難所

として整

昭和４３年本町地区の大火

部活動練習コース

通学路

陸上競技場の遺構の石積み

Ｐ

Ｐ

Ｐ

駐車場とトイレの整備が必要

竹田神社付近には大型バスが停められる場所がないので
ここに大型バスは停めている。
竹田神社からここまでの距離が長い上、魅力が少ない。

大型バスが停められる
駐車場があるといい。 Ｐ

向江の見学用駐車場には
旧加世田川跡を使ってはどうか

石蔵

石蔵

石蔵

線路跡の広場

江戸時代、門前町であった社付には職人が住み、商業が栄えた。
上中くるすの武家住宅を挟んで、明治時代にえびす通りが栄え、
本町が大正から昭和の頃栄え、昭和末期はさらに北側が栄えた。
まちの中心は、時代と共に北上してきた。
再び門前町の重要性が高まってきている。

砂の祭典のときは県外から帰って
来る人も多いので、麓にも何かイベントを企画したい

竹田神社の六月灯（7/23）
士踊り（二才踊りと稚児踊り）
水車カラクリ

商業の神様(えびす様)は大正初期に
商業地の移転と共に麓に移された

7/15と12/15に商売の神様を祀る

年に４回神社の祭礼がある

Ｐ

■交通アクセス・回遊性 
①回遊路・散策路 
　バスターミナルから麓までの見所をつくる。
　年代別、体力別のコースをつくって、ルートを色々選べた方が良い。
　大型駐車場として日新の河川敷が使われているが、そこまでの見所が少ない上、距離が長い。
　日新公園辺りを史跡めぐりスタート地点とする。
　野町→鴻巣→本町の順で廻ることでまちの発展を辿るルートとする。
　色々なルートを作るにあたって、道しるべと説明板が必要。
　加世田中学校の部活動練習で竹田神社の脇を通って山の上の体育館へ登る。
　小学生はほとんど河川敷を通って学校へ行くため麓を知らない。
　特に本町の小学生は麓を全く通らない。
②見所・拠点・資産 
　バスターミナルは近代産業遺産として活用する。
　社付には見所が少ない。
　麓地区の武家屋敷群が一番の見所。
　屋地には麓地区より古い建物があるので、それを見所にする。
　南さつま市役所は運動競技上跡で石垣が残っている。
　向江の見所は大きなイヌマキの生垣と女学校の門や壁がある。
③休憩所 
　石蔵でカフェなどやっているが、もうすこしお茶のできる場所を増やす。
　町中にアンテナショップなどをつくり、拠点づくりをする。
④市・祭り 
　本町は２ヶ月に一度、百縁市を行っている。
　12/23・24 はえびす通りで木市を行っている。
　年に１回えびす祭りがある。
⑤駐車場・トイレ 
　本町にバスが停められたらいい。
　現在、シルバー人材センターにバスを停めて麓を見ているが駐車スペースとしては狭い。
　別府城跡周辺を駐車場とし、トイレを置く。
　向江の駐車場には旧加世田川跡を使う。
⑥水路 
　麓へは用水路が導くような雰囲気にしたいので、暗渠化している水路の修景。
　用水路の使い方を工夫したい。舟とか載れたら楽しいのでは。
⑦景観ガイドライン 
　多少規制は必要。変なものは作ってほしくない。
⑧暮らしのゾーン構成 
　本町は生活するための買い物エリア。
　鴻巣はコウノトリの意味。今もコウノトリがやってくる。
　野町は商店街の町。
　野町とえびす通りの連携をとって商業の活性化。

■防災 
①用水路・利水 
　用水路付近と利用者の関係（利水権）。
　用水路の見える安心感。
　防災時の用水の利活用として環境整備が必要。
　水害時の町での流速は遅い。
　現在、用水路での取水はできるのかわからない。
　用水路での分水が必要。
　加世田川と用水路の交点に強制排水ポンプ設置予定。
②火事・火災 
　昭和４３年本町地区の大火。
　最近は大きな火災はない。
　空き家の放火もあり得る。
　空き家のイヌマキの管理。
　イヌマキは延焼防止効果もある。
③台風・水害・津波 
　海抜が低い。
　昭和５８年本町地区の水害。
　崖崩れ、景観上の対策が必要。
　川は壊れないが排水から逆流する。
　竹田神社周辺は未だに水害の起こる可能性がある。
　水はけが悪い。
　イヌマキは防風対策に役立つ。
　津波は考えていない。
④生活安全性・バリアフリー 
　ガードパイプの必要性。
　水害のため床の高さを上げるので、バリアフリーは難しい。
　防災マップの作成。
　建物自体は地震に強い。
⑤避難 
　避難場所がない。
　避難所対策。
　避難所と医療施設の連携を考える。
⑥自主防災組織 
　自主防災組織が少ない。
　取水ポイントの把握が必要。
　住民では扱い切れない消火栓の改善が必要。
⑦害虫 
　蛾の発生周期の変化。年に５回ほど。
　イヌマキは防災としてはいいが、蛾の被害が大きい。
　蛾への対策。
　シロアリ問題。
　湿度対策。

■生業 
①景観 
　門前からの用水路と武家屋敷の風情、イヌマキの保存。
　社付は門前町の姿が少し残っている。
　国道沿いに緑が欲しいので、生垣を連続させる。
　家屋のシンボルツリーがあって良い。
　社付と下鴻巣は町並みの連続性がないので修景の必要性がある。
　武家住宅が連なる上鴻巣にある空地については、畑を作って連続性を出す。
　畑を作ることで、道を歩く人は武家住宅の生活スタイルを垣間見ることができる。
　武家住宅地区に店をおく際は、外観は変えずに内部を改装して、周囲との調和を崩さないようにする。
②回遊性・散策路 
　国道沿いに駐車場を設置することで、観光客の回遊性を生むことにつながる。
　加世田は自転車の町であるので、自転車で麓を巡る。その際、乗り捨て場所と駐輪場を考える必要がある。
　竹田神社前にレンタサイクルを設置。自転車の管理については民間に委託してはどうか。
③見所・拠点・資産 
　竹田神社は日新公等歴史的価値があり、加世田麓の核となる場所である。
　空家を移築して保存していくべき。
　現在は使われていない焼却炉を古木や石材のストックヤードとして活用してはどうか。
　空地は観光案内所としてはどうか。
　空家の活用を考える必要がある。
④休憩所 
　武家住宅地区に点々と店をおくのはどうか。
　空家をカフェに活用する。
　上鴻巣の公民館で駄菓子やカフェ、緑茶を出す場所として活用してはどうか。
　石蔵は倉庫としてではなく、石窯ピザやカフェなどとして活用してはどうか。
　石蔵の前にある路線跡の広場を石蔵と一緒に活用してはどうか。
⑤暮らしのゾーン構成 
　竹田神社付近には駐車場がない。
　地区住民の駐車場が少ないが、ただ単に多くの駐車場を設置することが重要ではない。
　通学路でないため、旧道が子供達の記憶に残らない。学校教育として旧道を通学路にしてはどうか。
　野町であった向江地区は現在住宅地であるため、市などの復活は難しい。
　江戸時代、門前町であった社付に職人が住み商業が栄えた。
　上中鴻巣の武家住宅を挟んで、明治時代にえびす通りが栄えた。
　本町が大正から昭和の頃栄え、昭和末期はさらに北側が栄えた。
　町の商業の中心は、時代とともに北上してきたが、再び門前町の重要性が高まってきている。
⑥市 
　本町では２ヶ月に１回百縁市を行う。
　門前町であった社付やえびす通りで市やガレージセールを行ってはどうか。
⑦特産品 
　特産品はらっきょう、みかん・きんかんがあり、それらを加工したものはあまり販売されていない。
　かぼちゃラーメン、かつおラーメンはさらなる進化が望まれる。
　ちりめんじゃこなど独自の産業をやっていく必要がある。

■祭礼 
①近年の新しい祭り 
　合併してから第４日曜に南さつまフェスタがある。
　集落ごとに公民館の前や神社の近くで祭り事を行ってはどうか。
　百縁市［年に３回］、七夕祭り、木市
　市主催のトラック市［軽トラ］がある。
②伝統的な祭り 
　十五夜祭りは、集落ごとに公民館前や神社の近くで綱引きや相撲を行う。
　今年は屋地と村原で綱引きが行われた。
　上中下鴻巣の相撲復活。
　正月にはかど松作りをする。
　春と秋の節句にぼたもちを食べる。
　4/8 花祭り。お釈迦様の誕生日。
　7/23竹田神社の六月灯。
　恵比寿神社は 7/15 と 12/15 に商売の神様を祀る。
　別府神社は 11/17 の１回。
　12/23 歳の市。明治の商業の始まり。
　七草祝［七五三］のとき７歳の子が町を歩くなど通りに何か仕掛けをしてはどうか。
　佐岐比佐神社は年に４回神社の祭礼がある。
　稚児躍りは昔は士族の子しか参加できなかった。
　商業発祥の地である向江では、年に１回商業の神様を祀る行事がある。
③講・コミュニティ 
　山神講［やまんかんこう］
　躍り連がそれぞれにある。
　水神講。10/18 向江、しめ縄の張り直しは持ち回り。
　社付の御伊勢講は明治２１年から続く。
　上鴻巣の御伊勢講は 2/17。
④巡幸 
　五社参りは、竹田神社、佐岐比佐神社、竹屋神社、日枝神社、八幡神社である。
　現在は竹田神社だけで済ませる人が多い。
⑤運営 
　ボランティアでワークショップの場を設ける。
　商業の神様と商業の活性化を結び付けを模索中。
　トラック市は警察が利用料としてお金を取って、出店する人が少なくなった。
⑥後継者 
　お金と後継者の問題。十五夜祭りの綱引きの綱を練る人がいなくなってきている。
⑦集客 
　知覧などの周辺地域から人を呼び込む。
　砂の祭典のとき麓でもイベントを行う。
⑧特産品 
　旭川の特産品を売る取り組み。

ワールドカフェ開催！①…それぞれのテーマにおける意見…



■生垣・石垣 
・１～３月は寒いため、清掃はしない。
・６月は雨が降って薬剤がかけられない。
・果樹園や畑の防風対策としてイヌマキが植えられているが、放棄された畑のイヌマキに
   ついたキオビエダシャクが発生源となっているので、それらの防除も考えるべき。
・加世田は暖かいので、１２月にも虫を見たら薬を散布している。
・市からの薬の配布があるが、ケブカトラカミキリムシ用のものは配布されていない。
・下鴻巣では業者に頼むことが多い。
・集落単位で定期的に薬剤散布を行う。
・盆前と正月前にイヌマキの手入れをしている。
・生垣マップをつくる。
・１１月上旬に生垣の剪定をしている。
■庭木 
・昔は若葉が目立つ頃になったら、手入れしていた。
・庭師の都合がいい日（11 月中）に年に１回やってもらっている。
・１月上旬、７月末～８月頭に業者に頼んで手入れをしている。
・秋は落ち葉の清掃はする。
・お盆前に生垣・庭木の剪定をしている。

■池 
・木の根でセメントが動くため、水をはっていない。
・金魚など鳥に食べられてしまうため、枯山水としている。
・鯉がいる個人の庭もある。
・加世田の大洪水で鯉が流され、鯉を飼育する人が減った。
・サギに鯉を食べられてしまうので、１０月頭にサギ対策で手ぐすを張る。
・年に１回暑いとき、水の入れ替えと掃除をする。
・落ち葉がたまったら池の掃除をしている。

■花 
・外に置くと持っていかれてしまう、内向きで楽しむ用に敷地内に花を置いている。
・プランターが多い。
・春にツワブキを植えたら秋に花が咲く。（１年を通して植物を育てる）
・３月～４月は桜に毛虫がつく。桜は手入れが大切。

■悩み事 
・毎月第１日曜日に自治会内の清掃をすることになっているが、参加者が少ない。
・空家の人にも地域で連絡して対応した方がよいのではないか。
・空家の生垣問題。
・「駆除はやらなくてもよい」という人に対して理解してもらう必要がある。
・手入れをする方が高齢化しているため、けがをしやすい。
・背の高い庭木の手入れが困難。

■用水路 
・脇の草は個人でやっているところもある。
・竹田神社の祭り前には益山地区の方々が手入れを行っている。
・益山の人が田植え前 (３月末 ) に、用水路の掃除を組合で行っている。
・個人で１月上旬、７月末～８月頭に行っている。
・小道の脇にある用水路に砂が詰まっていたら取り除くなどの手入れは行っている。
・最近水がきれいになってきているので、うまくいけば蛍も生息できるのではないか。
・六月灯前に用水路のゴミ拾いをしている。

発行：南さつま市教育委員会

編集：アルセッド建築研究所

第４号　平成２４年１２月２６日

加世田麓地区まちづくりワークショップ
第４回「生垣の管理について考えましょう」
　　　  「まちなみ景観形成基準を考えてみましょう」

平成 24 年 12 月 15 日（土）午後、第４回まちづくりワークショップを開催しました。今回は２部構成で行い、第

１部は「生垣の管理について考えましょう」と題し、今後のお庭の維持管理計画のモデルとするため、お庭のお手

入れカレンダーを作成しました。第２部は「まちなみ景観形成基準を考えてみましょう」と題し、今後どのような

まちなみに整えていくのがよいか、○×ゲームをしながら意見を出し合っていただきました。

講演の後は、船橋先生に教えていただいた生垣の防除暦

を書き写すことから始め、「生垣・石垣」「庭木」「用水路」

「池」「花」それぞれの項目について、１年を通してどのよ

うなお手入れをしているか、お手入れの悩み事について

班ごとに話し合いました。最後にお手入れカレンダー

にタイトルを付け、班の代表の方にどんな意見があった

かを皆さんの前で発表しました。タイトルは以下の通り

です（発表順）。

　①「防除がコミュニティをつくるスタート」
　②「規則正しいお手入れ学」
　③「温暖化と高齢化にたたかう人材募集カレンダー」
　④「上ぐるすのお手入れ」
　⑤「美しい景観・楽しく保全・まちのお手入れ」

⑤班のカレンダーがとても楽しくきれいにまとまってい

たので、代表して瓦版に載せました。

神戸芸術工科大学の不破先生より「地域のみんなで守り・育てる環境」と題して、

全国各地の様々な生垣の事例を紹介していただきながら、伝統的な樹木構成を継承

するにはどのような方法があるか紹介していただきました。

「管理の事例としては、大掛かりな方法としてまず外科的手術があります。これは

特に巨樹や老木の保存に用いられる方法です。次に害虫駆除のための科学的処置、

そして枯れてしまった樹木を幼木から育てるという仕組みづくりなどがあります。

何より害虫駆除には樹木を健康に保つために、剪定を行い風通しをよくすること、土壌に適度な養分を与え樹生を

回復することが大切です。生垣は手を加えずそのままを保存するという考え方より、ある程度手を加えながら管理

する保全いう考え方が向いています。加世田には石垣と生垣、そして水路があるすばらしい景観があります。その

生垣を継承していくためには、草むしりや落葉掃きなど、できることをワークショップなどを通して楽しんでやっ

てみること、そして移植や更新など技術の継承を欠かしてもいけません。プロの手も借りながら地域みんなで取組

んでいければいいと思います。」といったお話をしていただきました。

加世田のイヌマキにつく害虫被害として大きい、キオビエダシャクとケブカトラカ

ミキリの生態と駆除方法について紹介していただきました。

「キオビエダシャクはイヌマキ・ナギの葉を食害する害虫であり、葉を丸坊主にな

るまで食害するため木を枯らします。10 日で卵からふ化し、幼虫期間が約 30 日、

地面に浅く潜って蛹になり約15日、地面から羽化して10日成虫として生きるので、

一世代約２ヶ月程度年４～５回繰り返す周期です。キオビエダシャクは鳥や昆虫が

嫌う成分を体内に蓄えているため、天敵がいないことが数が減らない要因です。防除方法としては、薬剤散布が最

も効果が高く、もうひとつは蛹の除去のため樹木の下の清掃です。他にケブカトラカミキリの被害も大きく、この

虫は世界中で鹿児島県本土、屋久島、種子島、四国南端にしか分布していない珍しい虫です。幼虫が樹皮下を食害

することで木を枯らし、生きた木にしか産卵しないため被害が広がっていきます。また交尾産卵する時期にしか木

から出てこないので、防除方法としては、成虫発生期間中の薬剤散布が重要です。２つの害虫用の薬剤は混合して

使用して良いため、定期的な防除、町での一斉防除、不在住宅の防除に努めることが大切です。そして何より今あ

る景観形成の意識を高め、地域ぐるみで恊働のまちづくりを進めましょう。」といったお話をしていただきました。

瓦   

版

カレンダー作成の様子 発表の様子

お手入れカレンダー作成！…普段のお手入れと今後のお手入れ…

第４回まちづくりワークショップを開催しました！

地域のみんなで守り・育てる環境［神戸芸術工科大学  不破先生］

地域みんなで取り組むのが望まれる生垣の防虫対策等［樹木医  船橋先生］



問０１【建物の高さ】 　 
・加世田には台風などの影響から平屋建ての建物が多いです。そのため通
　りからは屋根が見える程度です。加世田の武家住宅敷地の建物は平屋建
　が基本ですか？ 

問０５【外壁の素材】 　 
・新建材の建物は加世田の武家住宅群のまちなみに調和しますか？
　気候風土、建物の長寿命化の観点から望ましいですか？ 

問１１【屋根の色 ・素材・ 形態】 　 
・加世田の建物の屋根はグレーの瓦屋根が多いです。 
・加世田の武家住宅群の屋根の色や素材、形態を極力そろえて行くことが
　望ましいですか？ 

問１５【縁側の建具】 　 
・伝統的武家住宅の縁側の先にアルミサッシュを設置することは良いです
　か？ 

問１８【庭園】 　 
・加世田での伝統的武家住宅の庭園を保存することが望ましいですか？ 

問２０【駐車場のアプローチ】 　 
・歩行者用のアプローチとは別に車用のアプローチも設け、通りから直接
　車が見えないよう、敷地奥に駐車場を設けています。このような武家門
　を保存して、別途駐車場のアプローチを設ける考え方は加世田のまちな
　みに調和していますか？

問２２【共同駐車場】 　 
・加世田では共同駐車場が比較的多くあります。近隣で共同駐車場を利用
　していくことは加世田のまちなみにとって望ましいですか？

問２９【板塀・ブロック塀】 　 
・写真のような板塀やブロック塀は、武家屋敷群のまちなみの雰囲気や
　気候風土に合っていますか？ 

問３８【石橋】 　 
・保存地区になると石橋も保存していく必要があります。現存する石橋は
　極力維持継承していくことは望ましいですか？ 

単位：人○×ゲーム集計シート

○×ゲームスライド ( 抜粋 )

伝統的な加世田麓のまちなみを守り、より一層魅力的なまちなみにしていくために地域住民が相互に守るルールとなる「ま

ちなみ景観形成基準」とはどんなものにすべきかをみなさんで考えていきます。

今回はまず加世田麓や関連のあるまちなみを見ながら、この景観は加世田麓のまちなみにとってふさわしいか、ふさわしく

ないかを◯と×の小旗をあげて答えていただきました。今後より細かい議論は必要になってきますが、どんな景観が加世

田麓のまちなみにとって望ましいか、みなさんで具体的なイメージを共有することが目的です。今回の○×ゲームの集計結

果を右の表にまとめました。またゲームの中でいただいた意見について、一部抜粋して以下に示します。

　Q5 新建材はまちなみに合いますか？

　・色合いが問題なのではないか。

　・外壁ではなく、屋根を瓦にするだけでも雰囲気が違う。

　・新建材を一律駄目としてしまうのではなく、使う場合のルールを決める必要があるかもしれない。

　Q15 アルミサッシュでも良いですか？

　・生活の利便性が優先してしまうのは仕方がないところもある。

　Q20 武家門を保存して、別に駐車場用のアプローチを設けるのは、まちなみに調和していますか？

　・次善の策として良いと考えるが、個別対応だけでなく、マクロな視点を加えて議論すべき項目であると思う。

　Q29 板塀やブロック塀はまちなみに合っていますか？

　・ブロック塀は駄目だが、板塀は裏路地ならいいのではないか。ただし手入れが必要だと思う。

設問の表現がわかりずらいとの指摘もありましたので、今後修正し、２月に開催されます第６回ワークショップ ( 最終回 )

で改めて○×ゲームを行う予定です。

加世田麓のまちなみをチェックしよう！



イエシロアリ 職蟻 兵蟻

発行：南さつま市教育委員会

編集：アルセッド建築研究所

第５号　平成２５年　２月　４日

加世田麓地区まちづくりワークショップ
第５回「建物の管理に地域のみんなで取組むことを考えましょう」
  　　　「まちなみ景観形成基準を考えてみましょう」

平成 25 年 1月 25 日（金）夜、第５回まちづくりワークショップを開催しました。今回も前回に引き続き２部構

成で行い、第１部は「建物の管理に地域のみんなで取組むことを考えましょう」と題し、今後のお庭の維持管理計

画のモデルとするため、お庭のお手入れカレンダーを作成しました。第２部は「まちなみ景観形成基準を考えてみ

ましょう」と題し、今後どのようなまちなみに整えていくのがよいか、○×ゲームをしながら意見を出し合ってい

ただきました。

廣瀬先生の講演を聴いて、多くの人がシロアリについての正しい知識がないことが

よくわかりました。現在、加世田にある歴史的に価値の高い多くの建物が、シロア

リの被害を受けています。建築年数が経っている建物だけではなく、シロアリは新

しい家であっても手入れ、点検を怠ればやってきます。今後歴史を活かしたまちづ

くりを進めていく上で、シロアリの正しい知識は非常に大切になってきます。廣瀬

先生には、講演の後引き続き、シロアリについて教えていただきました。

その後講演内容を受け、建物管理計画シートに「木構造」「屋根」「外壁」「設備 ( 電

気・給排水・空調 )」「畳・内装」それぞれの項目について、普段からしているお手入れ、

お手入れの悩み事について班ごとに話し合いました。最後にシートにタイトルを

付け、班の代表の方がどんな意見があったかを皆さんの前で発表しました。

これまで旧鰺坂家住宅の

改修工事に携わってきた

田代氏より、今後早急に

修理工事が必要と判断さ

れる 11 項目について、

説明していただきまし

た。「特にシロアリ被害にあっている部材の補強及び

取替、そして敷地内にあるシロアリの巣からの駆除は

確実に行わなければならない工事です。景観的には道

路側の生垣の復活がまちなみを整えていく上で重要で

すが、今後の利活用を考えながら皆さんで取り組んで

いきたいです。」といったお話をしていただきました。

加世田の歴史的建造物の建物被害として大きい、シロアリの生態と駆除方法につい

て紹介していただきました。「本州の方ではﾔﾏﾄｼﾛｱﾘの被害がほとんどですが、鹿児

島県ではｲｴｼﾛｱﾘが 80％、ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘが 20％と圧倒的にｲｴｼﾛｱﾘの被害が多いです。ｲｴｼﾛｱ

ﾘは集団の数、被害の程度がﾔﾏﾄｼﾛｱﾘより大きく、家に住みつくのではなく、主に樹

木の根元に巣を作り、巣から 50m範囲で活動します。そのため家屋周辺の生息確

認と早期発見及び営巣の駆除が重要となってきます。普段のお手入れとしては①住

宅環境を改善すること②年２回家屋周辺の点検を行うこと③羽アリ飛来後に家屋周辺の点検実施と駆除といったこ

とを行います。①については、シロアリは風を嫌い水を好みますので、玄関に水を撒かない、植木鉢は建物から離

して置き半年に１回ずらしてみるといったことをして下さい。②については、畳の点検、羽アリが飛ぶ前後５月と

８月に家の周囲と庭木の点検を行うこと、③については、羽アリが大量飛来したら近所一緒に点検し、お互いに注

意し合うことが大切です。またシロアリを発見したら信頼できる業者に相談すること、ｲｴｼﾛｱﾘは巣を見つけ確実に

巣を駆除することが重要なので、手を出さず業者に任せるようにして下さい。」といったお話をしていただきました。

瓦   

版

シート作成の様子

発表の様子

Ａ玄関格天井改修 ( 撤去及び新設 )
Ｂ玄関脇戸袋廻り他補修
Ｃ小屋裏補修補強
Ｄぬれ縁板補修
Ｅ鴨居取付、建具取付調整
Ｆ台所、シロアリ被害桁取替及び周辺壁補修

Ｇトイレ床補修、木製窓改修
Ｈシロアリ駆除 ( 抜根共 )
Ｉ建具建付調整
Ｊ門引戸取付調整
Ｋ生垣整備植栽 ( 既存木抜根 )

■外壁 
・シロアリの通り道である土のトンネルが付いてないか確認する。
・外断熱をすると、覆っているモルタルのひび割れからシロアリが入る。
・板張りのズレを防ぐ。
・現在はサイディングがほとんどなので、手入れというものはしていない。
・大きな台風の後は、塩水が飛んでくるので洗う。

■屋根 
・瓦のズレやヒビをチェックすることで、雨漏りを防ぐ。
・屋根裏や軒天のシミをチェックする。
・手入れにローンを組めないために、手を付けられなくなってから修理する。
・温水器や太陽光パネルに異常がないかチェックする。
・昔の瓦はずれるので、自分で叩いて直していたが、今はずれなくなったのでしていない。

■畳・内装 
・畳は昔、年に１回干していたが、今はあまりしない。
・畳のほつれを目視で確認することで、シロアリがいないかチェックする。
・以前は湿気取りのため、畳の下に新聞紙を敷いていた。
・昔、建具は益山用水路で洗っていた。
・障子紙を張り替えていたが、今はそれもあまりしなくなった。

■設備 (電気・給排水・空調 ) 
・ボイラーは 15 年くらいで替える。
・球切れや掃除のときに照明器具のホコリを払う。
・年に１回排水枡の土を取るが、土をすくいあげる道具がないから大変。
・空調は年に１、２回フィルター掃除をする程度。
・ドレン排水は垂れ流しだが、シロアリ予防に点検が必要。

■その他 
・古いものに価値を感じる。
・「使い勝手」という考え方が最近ではある。
・家を建てた後に付けたものが先に駄目になる。
・自分たちは見ることしかできないので、異常を発見してから業者に頼む。
・現在は家に対してお手入れしなくても済んでいるので、表面的な掃除だけする。

■木構造 
・土と接する基礎下にダンボールや材木などシロアリを呼び込みそうなものを置かない。
・大工と新築のときだけの付き合いで、アフターケアにその関係がつながっていない。
・新築後も関われる関係を気付くことが必要。
・玄関に水を撒かないようにする。

①「育つ家を作りましょう !!～年代が経つ程楽しめる家を作ろう～」
②「家に思いやりを」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの班で出た意見をまとめて示しています。

シロアリの種類
加世田麓の生息
集団の数
被害の大きさ
被害金額
生息場所
加害距離
生息の目安
羽アリ飛び出し時期

シロアリの生態
イエシロアリ
生息多い (80%)
30 万～100 万匹
屋根裏まで被害 ( 大 )
30 万～300 万円
主に樹木の根元
営巣から 50m範囲
6、7月の羽アリ
6月から 7月夕方

ヤマトシロアリ
被害減少 (20%)
2 万～5万匹
腐朽部 ( 小 )
10 万～30 万円
木部の腐朽部
被害部に生息
雨漏り、水漏れ部
4月から 5月昼間

→イエシロアリは固定した巣がある
→羽アリの数十倍のシロアリが活動している
→シロアリは夏場に活動する
→生息している一部が飛び出す

・シロアリは風を嫌う
　僅かな風でも触覚の体毛が揺れると警戒し、風のない場所に移動する。
　風を避け、湿度を維持するため活動場所を土のトンネルで覆う。
・シロアリは柔らかい木材を好む
　心材より辺材、ヒバより松や米ツガなど柔らか木材を好む
・シロアリは水を好む
　シロアリの生息には水が必要
・乾燥していても被害はある
　イエシロアリは水を自分で運ぶので、床下の乾燥だけでは不十分

・雨漏り、水漏れチェック
・建物外周チェック
　建物に隣接して物を置かない。室外機のドレン水を垂れ流しにしない。玄関に水を撒かない。
・畳チェック
　畳のほつれ、土を見つけたら、畳を持ち上げてシロアリがいないか確認。

シロアリは地中
から土でトンネ
ルをつくって建
物へ侵入

☝チェック項目

建物管理計画シート作成！…シロアリの生態と建物のお手入れ…

第５回まちづくりワークショップを開催しました！

旧鰺坂家住宅の早急な対応が必要な修理工事と今後の保存活用への展望［建築士  田代氏］

地域みんなで取り組むことが望まれるシロアリ対策について［廣瀬産業代表　廣瀬氏］



問７５ 【えびす通り・社付】 　 
このような共同駐車場のつくり方は望ましいですか？ 

問７６【えびす通り・社付】 　 
木造以外の建物もこのような色彩や素材であればまちなみに合
いますか？ 

問７７ 【えびす通り・社付】 　 
共同駐車場の他にも、社付やエビス通りでは、このような車庫
のつくり方は良いですか？ 

問７８ 【えびす通り・社付】 　 
木製の格子、木製の建具、下屋庇の設置、
外壁の修景落ち着いた看板などを推進することは望ましいです
か？

問８１ 【国道沿い】 　 
このような車庫のつくり方は国道沿いのまちなみに合っていま
すか？

問８２ 【国道沿い】 　 
このような車庫のつくり方はまちなみに合っていますか？

単位：人○×ゲーム集計シート

○×ゲームスライド ( 抜粋 )

前回に引き続き、伝統的な加世田麓のまちなみを守り、より一層魅力的なまちなみにしていくために地域住民が相互に守る

ルールとなる「まちなみ景観形成基準」とはどんなものにすべきかをみなさんで考えていきます。

前回は加世田麓や関連のあるまちなみを見ながら、この景観は加世田麓のまちなみにとってふさわしいか、ふさわしくない

かを◯と×の小旗をあげて答えていただきましたが、今回は伝統的住宅の維持管理、賑わいづくりなど主にマネージメン

トについて答えていただきました。マネージメントを議論することは難しく感じられますが、今後建物を守りながらも、ど

う時代に合わせて運営していくか、住民みなさんで意見を出し合い、運営仕組みづくりをしていくことが目的です。今回の

○×ゲームの集計結果を右の表にまとめました。またゲームの中でいただいた意見について、一部抜粋して以下に示します。

　Q48 伝統的家屋を売らないというルールは必要ですか？

　・売る人よりどういう人が買うかが問題となってくると思う。

　Q55 全国チェーンの店舗が出来ることは望ましいですか？

　・京都など見ると、まちなみに配慮した店もあるので、一概に駄目とは言い切れない。

　Q77 共同駐車場の他にも、社付やえびす通りでは、このような車庫のつくり方は良い？

　・門の造りが違うので、通りからの見え方が気になる。

　・加世田の武家門の大きさでは車が入らないので、このようなデザインのものができるのかどうかがわからない。

　Q78 木製の格子、木製の建具、下屋庇の設置、木質系や漆喰などの外壁の修景落ち着いた看板などを推進することは望ま

　　　しいですか？

　・通りごとに雰囲気が違うので、一つのルールだけでは無理なので、通りごとに考える必要がある。

　・生垣など、加世田らしさの議論をする必要がある。

　Q80 国道沿いに駐車場が露出するのは良いですか？

　・生活する上で仕方ないのもある。

　Q81 このような車庫のつくり方は国道沿いのまちなみに合っていますか？

　・雰囲気としては良いが、加世田らしい構えではない。

　Q82 このような車庫のつくり方はまちなみに合っていますか？

　・シャッターが茶系であれば良い。

　・ここまでしてあれば、車が見えてもおかしくないと思う。

今年度は、来年度以降作っていく「まちなみ景観形成基準」のための、触りの話し合いをさせていただきました。来年度は

今年度より多くの方に議論の場に出てきていただきたいと思っております。

加世田麓のまちなみをチェックしよう！



井戸・水神

洗い場

生垣・石垣・益山用水路

武家門・石橋
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発行：南さつま市教育委員会

編集：アルセッド建築研究所

第６号　平成２５年　２月２２日

加世田麓地区まちづくりワークショップ
第６回「みんなで建物やお庭を守り・育てていきましょう

平成 25 年 2月 17 日（日）午後、今年度最後となる第６回まちづくりワークショップを開催しました。今回は「み

んなで建物やお庭を守り・育てていきましょう」と題し、これまで５回のワークショップで出していただいた意見

の総括と今後の展開について話をさせていただきました。

昨年 10 月から始まった全 6回のワークショップは、歴史的風致を有する地域の方、そして周辺市街地の方が一緒

になって検討が行われてきました。そして住まい手だけではなく、加世田麓地域に関わるつくり手 ( 建築士･大工･

左官･造園等 ) の方々にも参加していただき、多くの実りある検討ができました。全６回のワークショップの成果

と同時に行われた専門家の方の計 10 回のおはなしについて下記の表にまとめました。

・旧鰺坂家住宅を参考具体例として取り上げて、庭のお手入れカレ
ンダー ( お庭の維持管理計画モデル ) を作成し、みんなで一緒に取
り組むことが効率的な生垣の防虫対策の手法を確認・共有した。
・これまで作業し、話し合ってきたことから○×ゲームを構成し、
加世田麓地区を中心とする建物景観形成基準 (案 ) を検討した。

・船橋修一氏 ( 樹木医 )
「地域みんなで取り組むのが望まれる
生垣の防虫対策等」
・不破正仁氏 ( 神戸芸術工科大学助手 )
「地域のみんなで守り・育てる環境」

生垣の管理について考え
ましょう
まちなみ景観形成基準を
考えてみましょう

麓地区とその周辺のつな
がりを考えましょう

瓦   

版

第回 月 /日 ( 曜 )
時刻 テーマ おはなし

ワークショップの成果となる意見交換
住まい手とつくり手の意識の変化
加世田麓及び周辺市街地の人々の意識の変化とその共有

12/15（土）
13：30～16：30４

・景観・交通アクセス・防災・生業・祭礼・旧鰺坂家住宅の利活用
のテーマ毎に６つのテーブルを設け、それを順繰りに全員で巡りな
がら、麓地区とその周辺のつながりについて意見を出し合った。

・後藤治氏 ( 工学院大学教授 )
「伝統的建造物群保存地区のエリアマネジ
メント」
・益尾孝祐 ( アルセッド建築研究所 )
「まちづくり市民事業による文化資源マネ
ジメント」

10/22（月）
18：30～21：00３

住まいの中の加世田らし
さを見つけましょう

・旧鰺坂家住宅を含めた２軒のお宅を拝見させていただき、外構・
内部意匠・外部意匠３部門の加世田らしさベスト５を決めながら、
加世田らしい住まいの特徴を発見・共有した。

・後藤治氏 ( 工学院大学教授 )
「伝統的なまちなみを活かしたまちづくり」
・木方十根氏 ( 鹿児島大学教授 )
「加世田麓地区の伝統的家屋の特徴」

10/13（土）
18：00～21：00２

加世田の誇りを共有しま
しょう

・まち歩きをして、加世田麓地区を中心とするまちなみの魅力と課
題マップを作成し、まちなみの価値を確認・共有した。

・木方十根氏 ( 鹿児島大学教授 )
「加世田麓地区のいまとこれから」

10/7（日）
13：30～16：30１

・ワークショップを通じてこれまでに作業し、話し合ってきたこと
から建物景観形成基準(案 )やまちづくりの整備方針(案 )をまとめ、
今後のまちづくりの展開とそこにおける市民・行政・つくり手（専
門家）などそれぞれの役割を確認・共有した。

・清水耕一郎 ( アルセッド建築研究所 )
「地区のみんなで取り組むまちなみ・
まちづくり」

みんなで建物やお庭を守
り・育てていきましょう

2/17（日）
13：30～16：00６

・旧鰺坂家住宅を参考具体例として取り上げて、建物の管理シート
( 建物の維持管理計画モデル ) を作成し、みんなで一緒に取り組む
ことが効果的なシロアリ対策の手順等を確認・共有した。
・前回に引き続き○×ゲーム形式で、加世田麓地区を中心とする建
物景観形成基準 (案 ) を検討し、まとめた。

・田代昌弘氏 (NPO南からの潮流理事長 )
「旧鰺坂家住宅の早急な対応が必要な修理
工事と今後の保存活用への展望」
・廣瀬博宣氏 ( 廣瀬産業代表 )
「地域みんなで取り組むことが望まれるシ
ロアリ対策について」

建物の管理に地域のみん
なで取組むことを考えま
しょう
まちなみ景観形成基準を
考えてみましょう

1/25（金）
18：00～21：00５

※鹿児島大学木方研究室作成

伝統的建造物群保存対策調査 ( 文

化庁管轄 ) と歴史的風致維持向上

調査 ( 国交省管轄 ) を調査当初から

同時進行することは、加世田が全

国で初めて試みることです。保存地区の中核となる住宅地だけでなく、そこに人が快適に住み続けるために必要な

生活関連施設が立地する周辺市街地も一体となり、無駄な重複等が生じないバランスのとれた施策の展開が期待で

きます。住民の方々には来年度以降も、この実現に向けて多くの参加及び協力をお願い申し上げます。

地区のみんなで取り組むまちなみ・まちづくり 今後の展開

第６回まちづくりワークショップを開催しました！

全６回ワークショップ成果のまとめ
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全６回のワークショップは、歴史的風致を形成する地区

の住民の方々だけではなく、周辺地区の住民の方々も含

め、地域一帯で歴史的風致の共通認識を行ってきました。

そして加世田のまちづくりの骨子として、歴史的風致の

維持向上と歴史的建造物等の観光資源としての活用はも

ちろんのこと、歴史的建造物等が数多く残る住宅地と隣

接する中心市街地を繋いだ一体的なまちづくりに取り組

むことによって、住宅地の歴史的風致の維持向上と活力

ある市街地の形成を図っていきましょうということが申

し合わされました。そのために住民と行政が協力して、

今後具体的にどのようなことを行っていけばよいかまち

づくりの方針と取り組みを、ワークショップの成果に基

づき、１２項目にまとめました。

イヌマキの生垣が続くまちな

みを保存し育てていくため、

地区全体でキオビエダシャク

とケブカトラカミキリムシの

害虫駆除と予防に取り組みま

しょう

◇益山用水を利用し、消防水利の防火用水と貯水槽を

　兼ねた対策の検討

◇イヌマキの生垣の維持管理、植樹活動による防風、

　防火対策（害虫対策も含む）

◇シロアリの一斉駆除を通した、伝統的建造物の耐震

　に対する予防対策

キオビエダシャクの防除対策 ( 庭の手入れ )⑪ 市や祭り・イベントとの連係⑫
(1) 武家住宅群のまちなみの根幹をなす建物について

(2) 武家住宅群のまちなみの連続性を生みだす建物や駐車場の配置について

(3) 武家住宅群の通りの景観を整える生垣、石垣、武家門について

(4) 益山用水沿いのまちなみを整える要素について

(5) えびす通りや社付のまちなみについて

(6) 国道沿いのまちなみについて

(7) 加世田麓を囲む周囲の山について

建造物景観形成基準 ( 案 ) の作成⑩

快適に歩く仕掛けづくり

◇歴史性を発掘・整備でつなぐ

　（旧道・線路跡・歴史的建造物及び工作物）

◇まちなみ景観でつなぐ（水路・生垣・石垣）

◇カフェ（休憩所）等のまちづくり拠点でつなぐ

◇レンタサイクルでつなぐ

歴史的風致を活かした地区施設の整備①

まちなみ管理施設の計画⑤
◇シロアリの存在を発見したら、信頼できる専門家を

　呼び、シロアリの巣を探し、突き止めた上でそれを

　駆除するようにしましょう

◇シロアリは一つの大きな巣から 50m四方の活動範囲

　をもつことから、定期的に地区一斉に対策に取り組

　みましょう

旧鰺坂家住宅の利活用を住まい手、つくり手双方に計
画から施工、利活用まで参加してもらうことで、これ
からの活動への取り組みモデルとしましょう
◇復原を基本とし、まちなみ・まちづくりの活動、

　交流拠点として活用

◇加世田麓ならではの食堂・休憩所

◇地産地消

シロアリの定期点検⑥

来訪者の起点であ

る駐車場の設置と、

麓地区と中心市街

地を人々が行き交

うルートの設定、

魅力づくりとして

歴史的建造物の活

用をはかる

アクセスしやすく、来訪者の起点となる

駐車場計画とレンタサイクルの設置　
⑦

◇らっきょう・みかん・きんかん・ちりめんじゃこの

　加工品の開発

◇かぼちゃラーメンなどのさらなる研究

◇伝統的物件や歴史的資源を維持管理していくための

　相談ができる体制を組成しましょう

◇共同駐車場等の運営をマネジメントすることで、ま

　ちづくりに還元していける仕組みを実現しましょう

現在行われている祭

りの継続をしなが

ら、新しいイベント

の開催、麓地区と中

心市街地との連係を

強め相互にイベント

を盛り上げる仕組み

づくりをする

特産品の開発・販売⑧

防災計画⑨

歩いて楽しめるまちづくりを実現するために、空家と

なっている歴史的建造物（武家住宅、石蔵、洋館、庭

園など）を公開し、まちづくり拠点として利活用しま

しょう

空家を活用したカフェ（休憩所）等の

まちづくり拠点の開設
②

空家や空地、駐車場などのマネージメントの

仕組みづくり
③

◇歴史的建造物は地元の手で維持管理していく組織体

　制をつくる

◇加世田麓地区周辺は徐々に減少傾向にはあるものの、

　まだ多くのつくり手がいることが判明した

◇地元のつくり手に地区内の建物の着実な維持管理に

　あたってもらうことを目指し、勉強会を組織する

※歴史的建造物を所有する 15 件の方に、大工・左官・
　造園業者について依頼地域先をアンケート調査した。

つくり手勉強会の組織④

生垣のお手入れカレンダー

回遊性の概念図

武家門と石垣と生垣のまちなみ 益山用水路と旧伊作街道 武家住宅と庭園

蟻道イエシロアリの被害

大工 左官 造園業者

［麓地区］
竹田神社夏祭り

［本町地区］
かせだ歳の市

課題解決への方針と取り組み



 

第４章 麓地区における歴史的建造物の 
保存・活用にむけた検討 



 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

  



 



 



 



 



 



 



 



 



 

第５章 麓地区と中心市街地を人々が行き交う 
システムの検討 



 

 



 



 



 



 

 

 



 



 



 

第６章 保存整備の持続的な仕組み 
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第７章 整備方針と今後の展開 
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